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1.はじめに

2004年3月,当時の河村建夫文部科学大臣の強い要

請を受け,中央教育審議会・教育課程部会は外国語専

門部会の設置を決定した。必修化の是非も含め,当初

は2年かけて小学校における英語教育の調査研究を行

う予定であったものが,大臣の強い要望により2004年

度中に,必修化に向けた課題の整理,解決策の検討を

行うこととなった。専門家の間では,小学校への英語

教育の導入に対して賛否両論が依然として渦巻いてい

るが,そうした議論の背後で,時代の趨勢は着実に必

修化の方向に向かいつつあるように思われる。

本論文では,小学校英語教育の現状を探るべく,ま

ず導入に至った経緯を整理した後,推進派・慎重派の

意見を小学校英語教育のメリット・デメリットの観点

からまとめる。その後,限られたデータではあるが本

校生徒へのアンケート調査より,小学校での英語の授

業が生徒達にどのように影響を与えるのかを探り,最

後に,小学校において「外国語(英語)科」が導入さ

れた場合のシラバスについて試案を提示する。

2.小学校への英語教育導入へ向けたこれまでの流れ

一部の先進的な私立小学校は別として,H本の小学

校における英語教育は本格的には1990年代初頭より始

まったと言える。ここでは,それ以降,現在に至るま

での流れを1)研究開発校における取り組み,2)

「総合的な学習の時間」における取り組み,3)構造

改革特区における取り組みといった3つの視点から整

理する。

2.1.1992(平成4)年度から始まった研究開発校に

おける取り組み

1992(平成4)年度

鳩山文部大臣(当時)が,研究開発学校制度により,
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「国際理解教育の一環としての英語教育を実験的に導

入する」ことを表明。大阪の公立小学校2校が「国際

理解・英語学習」指導の在り方についての研究開発学

校として指定される。

1994(平成6)年度

「小学校における外国語学習の在り方」に関する研究

開発校が12校指定される。

1996(平成8)年度

「小学校における外国語学習の在り方」に関する研究

開発学校が各都道府県に1校ずつ指定される。

2003(平成15)年度

研究開発校の数は67校にまで増加。

研究開発校の数は年を追うごとに着実に増加してい

るが,実証的データは依然として不足しており,1)

目標の明確化と達成度の評価,2)評価,3)小中連

携,4)研究課題の設定のあり方,が開発校における

課題として指摘されている(松川　2004a)。

2.2.2002(平成14)年度から始まった小学校新学習

指導要領実施による「総合的な学習の時間」に

おける取り組み

1998(平成10)年度

新小学校学習指導要領告示。2002(平成14)年度から

「総合的な学習の時間」において,外国語会話活動の

実施が可能になる。

2002(平成14)年7月

文部科学省が「「英語が使える日本人」の育成のため

の戦略構想一英語力・国語力増進プランー」を発表

2003(平成15)年3月

文部科学省が「r英語が使える日本人」の育成のため

の行動計画」を発表

「総合的な学習の時間」における外国語会話活動の

導入は,あくまで国際理解教育の一環として行われる
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に過ぎず,取り扱う外国語も必ずしも英語に限定され

るものではないが,一般的にはこのことが小学校にお

ける英会話の導入として捉えられている。また,「「英

語が使える日本人」の育成のための行動計画」におい

ては,この英会話活動に対する支援策として,活動推

進のためのr手引き」の作成や,担当教員への研修の

充実,英語に堪能な人材(ALT,中・高英語教員,

民間の人材)の供給が打ち出されている。

2.3.2003(平成15)年度から始まった構造改革特区

における取り組み

小泉内閣が,規制緩和政策の一環として構造改革特

区を認定し,従来の研究開発学校制度とは別に構造改

革特別区域研究開発学校設置事業を制度化した。始ま

ったばかりの取り組みで,どのような成果が出るか未

知数な点も多いが,自治体が取り組むことで地域一帯

の小学校が英語教育に取り組む例も多く,包括的なデ

ータが得られることが期待できる。

3.小学校への英語教育導入における推進派・慎重派

の意見

3.1.小学校への英語教育導入の背後にある大衆の期

待

2004年9月に日本世論調査会によって実施された全

国世論調査1)において,小学校の英語必修化に対して

「賛成」「どちらかといえば賛成」を合わせると回答者

の82%が支持を表明した。賛成理由としては「国際社

会では英語が大切(43%)」,「英語教育は早ければ早

い墜ど良いから(38%)」,「英語を通じて国際感覚を
身に付けることができるから(14%)」が主なものと

してあげられている。また,ベネッセ未来教育センタ

ーが行った「子育て生活基本調査」2)によると,小学

校で英会話を指導することに対して回答者のうち79%

が「希望する」「まあ希望する」と賛成の意を表して

いる。和田(2004)は,こうした小学校の英語教育に

対する,一般の人々の圧倒的な支持の裏には「憧憬」

と「怨念」の複合体としての心情があると分析し,こ

うした支持に後押しされる形で現在の必修化に向けた

動きが進行していると述べている。

しかし,そうした世論の小学校英語教育に対する素

朴な期待とは別に,専門家からはこの段階での英語教

育に対して賛否両論が出されており,こうした論争は

今後,必修化に向けた流れのなかでさらに激しくなる

ことが予想される。以下,その論点をまとめる。

3.2.小学校における英語教育導入のデメリット

3.2.1.母語への影響

一般的な意見として,小学校から英語教育を始める

と,母語としての日本語に乱れが生じるという懸念が

あるようである。例えば,上述した全国世論調査の中

で,導入に反対する人々の問で一番の理由としてあげ

られたのは「国語の基本を身に付ける前に英語を学ぶ

と混乱する(49%)」ことであった。

しかし,こうした不安は漠然としたものであり,日

本の小学生がどの程度の英語に晒されると母語である

日本語に影響がでるのかに関して実証的な葉付けはな

い。以下の指摘にもあるように,仮に影響が出るにし

ても,現状ではそこまでの英語によるインプット量を

小学校で確保するのは田杜であると予想される。

(皮肉なことですが)現在計画されている程度の英

語教育を導入したからといって,こども達のH本譜

に乱れが生じるとは思えません。ただ…英語教育を

導入しなければ,浮いた時間を日本語にであれ,そ

の他の教科にであれ充てることができるのです。

大津・鳥飼(2003:30)

3.2.2.そぎ落とし(unleaming)の問題
大津・鳥飼(2003)ならびに大津(2004)は「総合

的な学習の時間」において行われている英会話活動に

おいて,児童に正しい英語のモデルを提示したり,授

業をデザインする専門性を備えた指導者の不足から,

誤った知識や技能が児童に身に付いてしまうことを懸

念している。そぎ落とし(unlearning)とは,一度身

に付けた誤った知識や技能を捨て去り,新たに正しい

ものを習得し直すことであるが,これはゼロから習得

を始めるよりもはるかに困雉なことである。

「r英語が使える日本人」の育成のための行動計画」

は,「総合的な学習の時間」における指導者確保の点

からその実施回数の3分の1程度を,外国人教員,英

語に堪能な者又は中学校等の英語教員が指導すること

をそのH標として掲げているが,現段階ではこれはか

なり高いハードルであると言える。

そぎ落としの問題は,制度面の不備から生じている

もので,本質的には小学校における英語教育のデメリ

ットとは関係ないが,現状から考えると児童に悪影響

を与えかねないという点で十分懸念されるべき問題で

ある。

3.2.3.英語優越主義に陥る危険性

大津(2004)によれば,英語優越主義とは,英語が

実質的な国際共通語として用いられる現状が,政治

的・経済的・軍事的な歴史的背景に起因するのではな

く,英語という言語自体,さらには英語を母語とする

人々の文化が優れていることに起因するのだとする偏

った捉え方である。そこまで極端ではないにしても,

「なぜ児童に英語を教えるのか」という根本的な問い

に対する答えを不明確にしたまま,小学校への英語教

育導入を性急に進めた場合,児童の中にそのような誤
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った観念を芽生えさせてしまう危険性があることを,

小学校英語教育に携わるものは認識しておかなくては

ならない。

3.3.導入のメリット

3.3.1.コミュニケーションへの積極性の滴養

直山(2004)は,母語においてはほぼ無意識的にコ

ミュニケーションを図れる児童たちに,敢えて英語と

いう未知の言語をかぶせる与とで不自由な状況を生み

出し,相手との協力でその状況を乗り越えることで,

意図を伝え合う喜びを味あわせることが,小学校にお

ける英語教育の意義であると主張しているが,そうし

たコミュニケーションの楽しさを経験させることは,

それ以降の英語学習の礎となるコミュニケーションへ

の関心・意欲・態度を育むという点において肝要であ

る。こうした主張は,以下の金森(2003)の記述にも

読み取ることができる。

母語においてコミュニケーションの楽しさを持つこ

とができない児童が,英語をとおして始めてコミュ

ニケーションの楽しさに出会うことが起こり得るの

であれば,英語学習には十分な意義があると言え

る。...児童間,児童と教師の間にラポールが生まれ

る授業の雰囲気にはこれまでの中学校,高校におけ

る英語教育とはまったく異なる可能性が小学校の英

語教室に存在すると感じられる。(金森　2003:9)

勿論,こうしたコミュニケーションの楽しさや「他

人に分かって貰えることの」喜びを経験させることに

より,授業の中で生徒の自己肯定感を育成することの

重要性は中学校以降の英語教育においても認識されて

いるが(例えば,中嶋　2000),自分とは異質のもの

に対する寛容性の高い小学校段階ではこうした側面は

さらに強調されるべきであろう。

3.3.2.音声面における臨界期(敏感期)の影響

第二言語習得における臨界期(敏感期)の影響につ

いて,これまでの先行研究を踏まえ,唐須(2004:88)

は「第二言語に関しては,「臨界期」と言われるよう

な絶対的な境界線はないかもしれないが,学習年齢が

若いほど達成度が高くなるという漸進的な傾向は存在

する」と述べ,その存在を主張している。この第二言

語習得における臨界期(敏感期)の影響に関しては,

いまだ研究者間で意見が分かれており,相反する実験

結果も多数報告されているが,Gass&Selinker

(2001)のまとめによれば他の側面はともかくとして

少なくとも音声面においては,比較的その存在は認知

されつつあるとのことである。

しかしながら,EFL環境下で英語を学習する日本

の小学校の状況と,例えばアメリカへの移民のような

ESL環境下における英語学習を同一視して論じるこ

とには,インプットの量の違いから反論も唱えられて

おり(大津　2004,富田　2004),この点は今後の研

究によって明らかにされなくてはならない。

4.小学校英語教育の効果一本校生徒へのアンケート

調査をもとに一

本章では,本校の小学6年生の児童と中学1年生の

生徒を対象として行った2つのアンケート調査につい

て結果を報告する。

4.1.調査I

4.1.1.調査日的

1)附属小学校第6学年児童は英語学習をどのくらい

楽しいと感じているか。

2)附属小学校第6学年児童は英語学習に対してどく

らい有用性を感じているか。

4.1.2.調査手順

調査時期:2004年10月

調査対象者:広島大学附属小学校第6学年児童

(男38名,女40名)

調査方法:アンケート調査,インタビュー調査,記

述調査

4.1.3.結果と考察

まず,小学校で行われている英語活動について「と

ても楽しい」,「楽しい」を合わせると91%の子どもが

肯定的な感想をもっていることが分かった(図1参

照)。その理由を追跡調査してみると,以下のような

ことが主な理由として明らかとなっている。

・いろいろな単語を知ることができたから。

・外国の人と普通に話すこと(緊張したりせずに)が

できたから。

・英語で話していると,ちょっと賢くなったように感

じるから。

・いろんなカードを使ったり,ゲームをしたりするの

で,楽しいから。

これらの回答から,大部分の児童は,外国人講師と

の直接的な関わりに,抵抗感なく英語活動をできてい

ることがわかる。また,英語活動をとおして,自分の

「賢さ」を感じたり,自己の能力の向上を感じ取った

りしている児童も多いと言える。今後,カリキュラム

や指導体制を確立していく際には,上記のような児童

の感じる「楽しさ」を大切にしていくことが重要であ

る。

しかし,一方で,英語学習に対して「楽しくない」

「全く楽しくない」と回答している子どもが10%いる

ことも,注目に値する。その理由を追跡調査してみる

と,次のような回答を得た。

・ゲームをしたり,みんなで考えたりするのは楽しい
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けど,外国人の先生に突然話しかけられると,なん

て答えたらいいかわからなくなるから。

・自分の話している英語が,本当に正しいのか自信が

ない。

・英単語をなかなか覚えられないから(話すとき,書

くとき)。

この回答を見ると,児童が英語学習に対して自信が

もてないことについて「楽しさ」を感じられないと考

えられる。附属小学校で実施している英語活動は,

ALTが中心となって展開するため,その補助にまわ

る小学校側の教員が,いかにしてパイプ役となってい

くのか,指導体制のあり方を模索していく必要を感じ

ている。

、..、、＼＼∴・.
図1　小学校英語活動の楽しさ

次に,小学校英語活動の有用性について生徒の回答

を見てみると,78%の児童が,その有用性を認めてい

る(図2参照)。その理由について,さらに詳しく調

査するために,自由記述で児童に回答を求めたところ,

以下のような感想が上位3つの回答として得られた。

①単語をたくさん書けるようになったから,中学校の

勉強でも役に立つと思う。

②英語を少しだけど話せるようになったから,外国の

人にも話しかけられると思う。

(郭外国の人が話している言葉もちょっとだけわかるよ

うになったから役に立つと思う。

小学校での英語活動は,「英語を話す,聞く」活動

を中心に展開しているが,実際の児童の反応としては,

「英語を書けるようになった」ことが有用感を感じて

いる一番大きな要因であることは,注目に怯する。こ

のことは,児童の中学校英語科の学習に対するイメー

ジに大きく依存しているところではあるが,今後のカ

リキュラム編成において,児童のニーズも勘案してい

く必要性を示唆している。

調査Iの結果から言えることは,小学校での英語学

習は,児童の知的な高まりを感じさせる学習になり得

ていることである。小学校から英語の学習ができるこ

とに,児童は大変興味を持って取り組んでいるととも

に,楽しさも実感できているといえる。附属小学校で

は,現在第5学年・第6学年の2学年で英語学習を実

施しているが,中学校との関連を考えて,今後第3学

年・第4学年においても同様に英語活動を展開した場

合,児童の実態はどのように変容するのか,実験的実

践を積み上げていく必要がある。

4.2.調査I

4.2.1.調査員的

1)附属中学校1年生は小学校時に英語の授業をどの

程度受けてきたのか。

2)授業を受けたことが中学校入学後の英語の授業に

何らかの影響を与えているのか。

4.2.2.調査手順

調査時期:2004年11月

調査対象者:広島大学附属中学校1年生

(男60名,女59名)

調査方法:1)アンケート調査(回答方法について

は主として4件法を使用した)

2)本校で9月に実施された学力テスト

4.2.3.結果と考察

1)授業の形態について

まず,英語の授業経験についてであるが,本校中学

1年生のうち,小学校で英語の授業を受けた経験をも

つものは全体の67%であった(図3参照)。中学での

入門期指導を考える際,英語の授業を経験したものと

そうでないものが混在している現状は,配慮を要する

面も多く・大変であるが,全小学校で外国語(英語)科
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が導入されるか,あるいは小学校における英語教育が

廃止されない限りこうした状況は継続していくものと

思われる。中学校側も各小学校での取り組みの内容を

的確に把捉し,指導計画に反映させなくてはならない。

次に,小学校時の英語の授業の総時間数について見

てみる。算出方法としては(1回の授業の時間×年間

の授業回数×授業を受けた年数)といった計算を行っ

ているが,その結果,総時間数20時間未満の生徒が最

も多く見られた。これらの生徒は45分授業を1ケ月に

1度,5,6年生時に受けているものが中心である。

次に多いのは総時間数50時間程度の生徒であるが,こ

れらは45分授業を週に1度,5,6年生時に受けてい

る生徒達である(図4参照)。

70

60

50

人　 4 0

数　 30

2 0

1 0

0

ち・灰

ちぷ

0　 2 0 4 0 6 0　 8 0 10 0 12 0 1 4 0 1 6 0 1 8 0 2 0 0

総 時 間 数

図4　小学校での英語授業の総時間数

最後に,主として誰が授業を担当したかについて調

べてみると,外国人指導助手(ALT)が担当したケ

ースが最も多く(79%),続いてホームルーム担任

(HRT)の11%,担任以外の日本人教師(JTE)の

10%の順で続いている。ALTの不足が叫ばれている

全国的な小学校の状況を考えるば,今回の調査で

ALTの指導を受けた生徒が8割近く上ったことは意

外であるが,この背景には本校独自の事情もあると考

えられる。つまり,本校では附属小学校からの入学生

が多いが,附属小学校においては主としてALTによ

り授業が行われているため,その割合を押し上げたこ

とが影響していると考えられる(図5参照)。

2)授業に対する生徒の感想

次に,小学校時の英語の授業に対して生徒はどのよ

うな感想を持っているかについて,以下のグラフに示

した(図6参照)。

圀非常に楽しかった

ロまあまあ楽しかっ
た

□あまり楽しくなか
った

圀全然楽しくなかっ
た

図6　小学校での英語の授業の楽しさ

授業について,「非常に楽しかった」「まあまあ楽し

かった」を合わせると75%の生徒が肯定的な感想を持

っているが,その一方で否定的な感想を抱いた生徒も

25%みられた。「英語嫌いを作らない」ことが小学校

英語において最重要課題として挙げられ,研究開発校

の取り組みにおいては,英語嫌いが皆無であった実践

例も報告されてはいるが,今回の調査により,そうし

た児童全員に肯定的な感想を持たせるための指導は,

言われるほど簡単ではないことも明らかとなった。調

査Iの結果もふまえ,具体的な指導法を考えていかな

くてはならない。

続いて,生徒が自分の英語力の伸びをどのように認

識しているかについて,授業担当者ごとに分析してみ

る。ALTが担当者の場合,概ね半数以上の生徒が4

技能において力がついたと認識している(図7参照)。

小学校段階では音声面での指導が中心になされている

はずであるが,「読む」「書く」技能についても伸びを

認識している生徒が4割いたことは予想外の結果であ

る。今回の調査では詳しい授業内容まで調べてはいな

ので,こうした伸びをもたらした要因は特定できない

l　　　　 l　　　　 l　　　　 l

..

書 く技 能

読む技能

話す技 能

聞 く技 能

際搬 雰′髪圭
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l/　　　　　　　　　./　　　　　　　　　l/　　　　　　　　　l/
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図7　ALT授業担当時の4技能の伸び
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が,更なる調査が必要である。

HRT,JTEが担当者の場合(図8,9参照),全般

的に生徒の評価としては厳しい傾向がでている。ただ

し,データの母数が少ないことと,英語の総学習時間

数との関連もあるので,この結果を単純にALTが授

業担当である場合の結果と比較することはできない。

また,HRTとJTEの間で差が出ているが,これは

授業者と生徒との人間関係が要因として考えられる。

すなわち,日々の授業を通じて生徒の状況を繍かく把

握しているHRTの方が,より生徒の実態に即した指

導を行えることの可能性を示していると考えられる。

i　　　　 l　　　　 l　　　　 l　　　　 I

l

I

随 l
./　　　　　　./　　　　　　./　　　　　　./

図9　JTE授業時の4技能の伸び

また,今回は生徒へのアンケート結果を基にしてい

るので,技能の伸びについてはあくまでも生徒自身の

主観的な判断によるものである。あわせて熟達度テス

ト等を行い,実際に技能の伸長を計ることも必要であ

る。

3)中学校入学後における影響

最後に,小学校での英語の授業が,中学入学後での

英語の授業に何らかの影響を与えているかを情意面と

学力面から分析してみる。まず,小学校での英語の授

業の楽しさと中学校での英語の授業の楽しさについ

て,相関関係を以下のバブルチャートで示す(図10)。

このチャートでは,丸が大きければ大きいほど,その

痙標におさまる人数が多いことが示されているが(人

数については丸の右横に掲載).小学校時も中学入学

後も英語の授業は「まあまあ楽しい」と回答した生徒

の割合が最も多い。比較的チャートの右上の丸が大き

くなっていることから.多くの生徒(図6で示された

割合では75%)が小学校時に英語の授業が楽しいと思

っており,そうした生徒は中学入学後も英語の授業に

対して肯定的な感橘を抱いていると言える。
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図10　小・中「楽しさ」の相関

次に,外回への興味・関心が小学校時と中学校入学

後でどのように変化しているかを,同じくバブルチャ

ートで示す(図11)。チャート中で対角線より左上の

丸が大きくなっていることから,小学校時よりも中学

入学後の方がアンケートの数倍が上がっており,この

ことから外国への興味・関心が増加していると結論づ

けられる。

4　　　3　　　2　　　1　　　0

中
学
校
入
学
後

璧′縫　 転業嶺　 か′署

擴滋竃「1 ▽「 毯遷
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小学校時

図11小・中「外国への興味」の相関

最後に,小学校時の英語学習総時間数と中学入学後

の英語の成績について相関を調べる。総時間数につい

ては学校での授業とあわせて,塾・英会話学校での学

習時間についても調査し両方を合計した。中学での英

語の成績については本校で9月に実施した実力テスト

の成績を利用している。両者の関係は次頁の散布図で

示してあるが(図12),この図から判断すると,小学
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校時の英語学習総時間数と中学入学後の英語の成績に

ついては相関関係があるとは言い難い(r=.25)。生

徒の中には小学校時に英語の学習をしなかったこと

で,4月当初に不安感や劣等感を持つものもあるが,

今回の結果から考えると,中学入学後の努力によって

そうした学習経験の差は取り返すことが十分可能であ

ると言えるだろう。
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図12　小学校時英語学習時問と中学入学後の成績との相関

5.まとめと今後の課題

5.1.「国際理解教育の一環としての外国語活動」から

「外国語(英語)科」へ

文部科学省の調査によれば,昨年度「総合的な学習

の時間」において外国語会話活動を実施した公立小学

校の割合は全国で51.1%にのぼり,単純計算するとそ

の数は11,920校となっている。「英語科」としての取

り組みを行っている研究開発学校が67校,構造改革特

区として認定された取り組みが25件であることと比較

すれば,現在,小学校で行われている英語教育はその

大部分が「国際理解教育の一環としての外国語会話活

動」であるといえる。

先述したように,ここで注意すべきことは,この

「国際理解教育の一環としての外国語会話活動」は

「英会話」と同義ではないことである。このことは以

下のr学習指導要領jの記述からも読み取れる。

第1章「総則」第3「総合的な学習の時間の取り扱

い」

3.各学校においては,2に示すねらいを踏まえ,

例えば国際理解,恰乳　環境,福祉・健康などの横

断的・総合的な課題,児童の興味・関心に基づく課

題,地域や学校の特色に応じた課題などについて,

学校の実態に応じた学習活動を行うものとする。

5.(3)国際理解に関する学習の一環としての外国語

活動等を行うときには,学校の実態等に応じ,児童

が外国語に触れたり,外国の生活や文化などに慣れ

親しんだりするなど小学校段階にふさわしい体験的

な学習が行われるようにすること。

(文部省1998:3)

この意味において,現段階での小学校英語教育の意義

が,英語という言語自体の習得よりも,むしろ児童の

コミュニケーションに対する積極性の滴養や自己肯定

感の育成(直山　2004),学級担任同士や地域のボラ

ンティアとの連携による授業スタイルの変容(松川

2004b)といった観点から語られていることも領ける。

しかしこうした研究者・実践家の捉え方とは裏腹

に,メディア等の報道を見ると,一般的には「総合的

な学習の時間」における外国語会話活動の導入は,小

学校における英語教育の本格的な開始と捉えられてお

り,和田(2004)の指摘するように文部科学省が「国

益を損なう英会話力不足」とった産業界からの批判に

対し,我が国の英語教育改善のために切った「貴重な

カード(和田　2004:115)」として位置づけられてい

る。この文部科学省の決定は,現時点で,英語が使え

ることに対して憧れを抱く一般の人々や,大競争時代

を生き残るために語学力を必要とする産業界からの強

力な支持を得ており,この支持を背景に今後「国際理

解教育の一環としての外国語活動」は「外国語(英語)

科」へと姿を変えていくことは十分に予想される。

5.2.小学校「外国語(英語)科」に求められるもの

教科として小学校での「外国語(英語)科」を想定

した場合,中学以降の英語教育との関連から1)言語

や文化に対する理解,2)積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度の育成,3)実践的コミュニケ

ーション能力の基礎の育成,といった目標を小学校段

階にふさわしい形でどのように取り入れていくかが重

要な課題となるが,この点については,東野・高島

(2003)で提示された　r小学校学習指導要領外国語

(英語)科」解説の試案が参考となる。

東野・高島は,小学校での英語教育を実践していく

ためには,1)教科としての目標を明確にすること,

2)言葉として英語を捉え,聞いてわかり,使えるよ

うになるための活動を取り入れていくこと,3)小学

校独自の英語教育を進めていくこと,4)中学校との

連携を視野に入れて進めていくこと,の4点が重要で

あるとの認識のもと,中学校の学習指導要領を基とし

て以下のように教科の目標を提示している。

外国語を通じて,異文化に対する関心を高め,積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

を図り,聞くことや話すことを通して,実践的コミ

ュニケーション能力の基盤を養う。

(東野・高島　2003:91)

最初にあげた中学校指導要領の3つの目標との関連で

考えると,1)については,中学校で扱われる文法事

項のような「言語に対する知識」を小学校段階で取り

扱う必然性は低いとの主張から「言語」という視点は

-173-



外されている。また,現在「総合的な学習の時間」で

行われている国際理解教育において,異文化に対する

関心を高めるために様々な実践が行われているが,そ

うした実践で培われた手法は「外国語(英語)科」に

おいても十分活用できると考えられる。

2)については中学校と同様,積極的にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度の育成があげてあるが,

この点についても「総合的な学習の時間」で行われて

いる優れた実践から得られる知見は大きい。鳥飼

(2004)や金森(2003)は,小学校から大学までの英

語教育の連携を考えた際,小学校段階ではまずコミュ

ニケーションへの関心・意欲・態度を育むべきである

と主張しているが,これは「外国語(英語)科」とな

っても変わらず強調されるべき目標である。

ただし,今回のアンケート調査から明らかになった

ように,こうした情意面の指導は言われるほど筒単で

はないということは認識しておかなければならない。

H標3)については,英語が教科化された場合にこ

れまでの取り扱われ方と大きく変わってくる部分であ

る。東野・高島の試案では実践的コミュニケーション

能力の「基盤」という用語が使用されているが,この

「基盤」が指すものについて彼女らは「発音・リズ

ム・イントネーション」といった英語の音声的な特徴

をあげている。音声面での指導を考える際に,受容面

と発表面の2つの側面が考えられるが,発表面の中で

も特に発音指導をどうするかについては,教科として

英語の指導を行う際には重要となる。「総合的な学習

の時間」の枠内で,児童が英語に慣れ親しむことを主

眼するのなら,児童が産出する英語の発音については

最低限通じるレベル(intelligibility)が確保されてい

れば良いと思われるが,教科として指導を行うとなる

と発音の正確さ(accuracy)もEl標に加えられてく

るだろう。母語の習得とは異なる,限られた時間の中

で「英語を話せる口」をどのような明示的な指導を基

に作るか,また,児童の産出する英語の発音を誰がど

のように評価するか,中学校の入門期の指導を参考と

しながら考えていかなくてはならない。

また,音声面の指導と平行して,どの時点で文字の

導入を行うかも検討を要する課題である。勿論,先述

した臨界期(敏感期)を認める立場をとれば,小学校

での英語教育を行うメリットを生かすためには,音声

を中心とした指導を行うことは当然であるが,さりと

て音声のみを媒体として指導を組み立てていくこと

は,行える言語活動の可能性を制限してしまうという

点で得策ではない。

現在,「総合的な学習の時間」で行われている外国

語会話活動において,松川(2004b)は単なる英文や

スキットの練習にとどまらない創造的な取り組みが,

特に高学年において見られるようになったと指摘して

いる。これらの取り組みにおいて共通しているのは

「道具としての英語」の働きを重要視し,教室の外と

の繋がりの中で英語の使用目的を児童に対して明確に

している点である。こうした実践は,国際理解を中心

にすえた「総合的な学習の時間」の特徴を色濃く反映

したものであり,その創造性は教科としての英語にお

いても継承されるべき貴重なものであるが,音声のみ

を媒体としてこれらの活動を組み立てることは困難で

ある。よって,活動の幅を広げるという意味において,

文字の導入については,今よりも積極的な検討がなさ

れるべきである。ただしその際には,音声から文字へ

という自然な言語習得の流れに逆らわないよう配慮

し,音声にしっかり慣れた高学年からの指導を検討す

るべきであろう。

5.3.シラバス試案

ここまでの議論をふまえ,最後に小学校で「外国語

(英語)科」が導入された場合のシラバス試案を資料

1にて提示する。シラバス作成に当たっては,1)中

学校との連携を視野に入れた指導,2)文字指導の系

統的な訓練,3)音声の系統的な指導の3点を考慮し

た。単位時間の構成については1)あいさつ,2)復

習,3)表現の導入,4)展開(ゲーム・クイズなど),

5)音声の訓練,を基本的な流れとしていが,高学年

ではこれらに6)文字の指導,が加わっている。この

うち,音声訓練については低学年で語レベルの正確な

発音,中学年で文レベルのイントネーション,高学年

では音声とともにフオニックスを活用した文字の指導

を行うことを想定した。

5.4　まとめ

本論文では,小学校英語教育の実態に迫るべく,導

入に至った経緯をまとめ,推進派・慎重派の意見を整

理した後,「外国語(英語)科」が小学校において導

入された場合を想定して,本校生徒へのアンケート結

果も参考としながらシラバスの試案を提示した。今後

は作成したシラバスの安当性を実践に基づいて検証

し,その精緻化を図ることが課題となる。

【註】

1)全国250地点から20歳以上の男女3000人を対象と

して調査を行っている。回収率は60%で,男女比

は男性50.5%,女性49.5%となっている。

2)東京都,千葉県,神奈川県の幼稚園・保育園の園

児らの母親4471人を対象として調査を行ってい

る。回収率は78%。
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A叩壷崩五期　-　A花　柁froducねry Coぴrge・
エα柑7℃花CeErJあαUm.

学年 指　　　 導　　　 目　　　 標 参　　　　　 考

低

学

年

○　 名前を言ってみよう 類例 :果物, 野菜, スポーツ, 国名,

カバンの中のもの/教室の中のもの/学校の中のもの/家の中の 職業名など

もの/町の中のもの 20までの数

〇　 日分を表現してみよう (1) A re you "・の文型も活用

僕は太郎です/僕は6歳です/僕は小学生です/僕はお腹がすい

ています/僕は楽しい/僕たちは小学生です/僕たちは楽しい

◆　 まとめの活動

自己紹介をしてみよう (1)

○　 尋ねてみよう　 (1) w h-queStions Is this・・・の文型も活用

○　 身の回りの世界を表現してみよう (1)

これは僕のカバンです/これは僕たちの教室です/これは音楽
室です/あれはお父さんの草です/あれはスーパーです/これら

はお母さんのアルバムです/あれらは僕のマンガです

◆　 まとめの活動

学校を案内してみよう

○　 尋ねてみよう　 (2 ) w h・queStions

〇　 日分を表現してみよう (2) A re you singing?の文型も活用

僕は歌っています/僕はテレビを見ています/僕たちは勉強し

ています/僕たちは英語を話しています

○　 尋ねてみよう　 (3 ) w h-queStions
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中

学

年

〇　 日分を表現してみよう (3 ) D o you like dogs? の文型も活用
僕は犬が好きです/僕は広島に住んでいます/僕は4 人家族で

す/僕は日曜日に野球をします/僕は 7 時に起きます

◆　 まとめの活動

自己紹介をしてみよう (2 )

○　 尋ねてみよう　 (4 ) w h-queStions
Is he yotlr brother? の文型も活用○　 身の回りの世界を表現してみよう

彼は僕の兄です/彼女は僕の先生です/彼らは僕の友達です/彼
女たちは僕のクラスメー トです

◆　 まとめの活動

家族や友達を紹介してみよう

○　 尋ねてみよう　 (5 ) w h-queStions
Is he listenin g to m usic? の文型 も活○　 身の回りの世界を表現してみよう (3 )

彼は音楽を聴いています/彼女は事を洗っています/彼 らは先 用
生を手伝っています/彼女たちは新聞を読んでいます

◆　 まとめの活動
教室内の様子を説明してみよう

○　 尋ねてみよう　 (6 ) w h-queStions

D o you w antto eat sushi? の文型も活〇　 日分を表現してみよう (4 )
僕はお寿司が食べたい/僕はマンガを読むのが好きだ/僕たち 用
はサッカーをしたい/僕たちはゲームをするのが好きだ

○　 尋ねてみよう　 (7 ) w h-queStions

・育同

学

年

〇　 日分を表現してみよう (5 ) C an you swi m ? の文型も活用
僕は泳 ぐことができる/僕はピアノを弾 くことができる/僕た

ちは上手に歌うことができる/僕たちは英語を話すことができ

る

◆　 まとめの活動
自己紹介をしそみよう (3 )

○　 尋ねてみよう　 (8 ) w h-q ueStions

C an he run fast? の文型も活用

○　 身の回りのことを表現してみよう (4 )

彼は速く走ることができる/彼女は車を運転することができる
/彼らはカレーを作ることができる/彼女たちはサッカーをす

ることができる

◆　 まとめの活動
海外の友達に自分や家族のことを紹介してみよう

〇　 日分を表現してみよう (6 ) D id you gQ tO M iyajim a yesterday?
僕は昨日宮島へ行きました/僕は昨夜英語を勉強しました/僕 の文型も活用

たちは先週サッカーをしました/僕たちは今朝部屋を掃除しま
した

◆　 まとめの活動

自分の夏休みの出来事を表現してみよう

○　 尋ねてみよう　 (9 ) w h-queStions D id he go to T okyo last w eek? の文型

○　 身の回りの世界を表現してみよう (5 ) も活用
彼は先月東京へ行きました/彼女は去年アメリカに住んでいま

した/彼らは先月日本へ来ました/彼女たちは昨日山に登 りま

した

◆　 まとめの活動

海外の友達に自分の学校や町を紹介 してみよう

○　 尋ねてみよう　 (10) w h-qileStions
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